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瑞宝単光章

 浅田 洋子 様

県知事表彰高齢者福祉功労者等に対する

 入江 賀誉子 様

知事要望
公益社団法人

徳島県看護協会
R3.11.17（水）

Ⅰ．全世代型地域包括ケアシステムにおける看護提供体制の
推進

　・徳島県訪問看護支援センターの機能強化・拡充
　・保健師が専門性の高い業務に専念できる体制整備
Ⅱ．新未来社会のニーズに応えうる人材の育成・確保・定着
　・ナースセンターの機能強化
　・看護基礎教育 4年制の推進
　・アフターコロナにおける看護の質向上

秋の叙勲 および 表彰

皆様、明けましておめでとうございます。お健やかに新年をお迎えのことと存じます。
日頃は、公益社団法人徳島県看護協会の活動にご理解とご支援を賜り、誠にありがとう
ございます。
昨年は、長く続くコロナ禍の中で、第5波では医療の逼迫が起こるなど、過去に経験
したことのない難局に立ち向かっていました。一方、ワクチン接種の推進や治療薬の承
認、推奨などポストコロナ時代がすぐそこまで来ている状況です。
このような中、長期にわたり、日夜最前線で働いておられるすべての看護職の方々に、
心から敬意を表しますとともに感謝申し上げます。
「人々がいるところには看護を必要としている人がいる」というように、あらゆる場
所やあらゆる機会に看護が求められています。看護はかねてより疾病予防・健康づく
り、重症化予防に専門性を発揮し取り組んできましたが、これを一層強化するとともに、
看護の役割と効果を社会に示し、主体的に役割を果たす体制構築が求められています。
あわせて人々の「新たな日常生活」への移行を看護の立場から支援することも必要です。
本会としましては、2040年に向けた全世代型地域包括ケアシステムにおける看護提
供体制の推進と新未来社会のニーズに応えうる人材の育成・確保・定着について政策
提言を行うなど、生涯看護職として誇りと自信を持って働き続けられるよう事業推進
と環境整備を図りたいと考えております。
さて，徳島県看護協会の会員数は，4,837人となり，昨年に比べて微増しております。
皆様方のご支援に感謝申し上げます。
今年も、引き続き、多くの皆様にご協力頂き、事業を進めてまいりたいと思っており
ますので、どうぞよろしくお願いいたします。そして、2022年が皆様にとって平和で
心穏やかな一年になりますよう、ご祈念申し上げます。

会長　稲井 芳枝
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公益社団法人

徳島県看護協会
R3.11.17（水）

Ⅰ．全世代型地域包括ケアシステムにおける看護提供体制の
推進

　・徳島県訪問看護支援センターの機能強化・拡充
　・保健師が専門性の高い業務に専念できる体制整備
Ⅱ．新未来社会のニーズに応えうる人材の育成・確保・定着
　・ナースセンターの機能強化
　・看護基礎教育 4年制の推進
　・アフターコロナにおける看護の質向上

秋の叙勲 および 表彰
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保健師職能委員会
保健師職能委員会では、地域包括ケアシステム構築に対応する保健師のキャリア形成

の推進を活動目標として、保健師の専門性の向上や看護職間の連携強化を推進してい
ます。
日頃の保健師活動において、新型コロナウイルス感染症に関する業務の増大と感染拡
大予防のため、通常の保健師活動を行うことが難しいなか、さらにこのような状況下で
生じた新たな健康課題に対しても、それぞれの立場で様々な工夫をしながら、活動され
ているところだと思います。
昨年度は実施できなかった研修等を、今年度はWebを活用し、保健師スキルアップ
研修会や支部・3職能と連携した研修会を開催することができました。また、コロナ禍
で増加・深刻化しているとされる児童虐待について、助産師職能との合同研修会を予定
しています。地域包括ケアシステム構築のためには、医療機関や地域の看護職がお互い
の業務や役割を理解し、連携することがより重要になっているので、研修会等をとおし
て、情報交換や相互理解を深めていきたいと考えます。
今後も保健師職能委員会活動に、御協力いただきますようよろしくお願いいたします。
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活動報告

委員長

松村 美智子
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助産師職能委員会
助産師職能委員会は、母子のための地域包括ケアを推進し、全ての母子にとって安
心・安全な出産子育て環境を提供できることを目標として取り組んでいます。
妊産婦は、新型コロナウイルス感染症流行の影響に加え、妊娠期から子育て期にかけ

て、さまざまな不安や負担を抱えており、これまで以上に孤立している状況にあります。
このような現状の中で、地域で子育てをする妊産婦を守るために、妊産婦に関わるあら
ゆる場で“助産師によるケア”を提供すること、妊娠期から子育て期における切れ目の
ない支援提供体制の構築が求められています。
今年度は、11月に助産師活用推進事業及び助産師会と共催で「育児支援のための乳
児発達の見方と介入方法」の研修会を開催しました。また、1月29日には、助産師職能
集会・助産師活用推進事業報告会、また、保健師職能との合同研修会として子どもの虐
待予防に関連した研修会を計画しております。働く環境、子育ての環境の両面から、妊
産婦の切れ目のない支援のあり方を考えていく機会にしたいと思いますのでご参加く
ださいますようよろしくお願いします。
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委員長

森内 洋美

看護師職能委員会は、看護職が抱えている問題を明らかにし、解決のための検討を行
いながら質の高い看護が提供できるよう、看護師を支援することを目的としておりま
す。新型コロナウイルス感染症の蔓延により看護の提供は病院内にとどまらず、あらゆ
る場面で看護の力が求められ、日頃からの看護職の連携の重要さを痛感いたしました。
今年度は、コロナ禍のため看護師の情報交換や連携の強化を目指しWeb会議や

Zoomを用いたハイブリッド研修会を開催しています。9月には、「COVID-19を正し
く理解する～入院生活からその後の生活を考える～」と題して三好病院の住友院長先生
と小﨑師長さんを講師に迎えハイブリッド研修会を開催しました。ハイブリッド研修は、
皆様に直接お会いすることができませんが、より多くの人がより簡便に参加できると好
評でした。11月には、「看護記録」の研修会を支部長会と連携し支部・三職能合同研修
会として行いました。
今後とも、看護師職能委員会活動にご理解いただき会員の拡大につながりますようご

協力をよろしくお願いします。
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委員長

宮本 美恵
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支部活動報告

日頃より支部活動にご理解、ご支援いただきありがとうございます。
県内6支部におきまして、例年は年間の事業計画に沿って地域に密着した活動を行っています。主な活
動としては、①常設「まちの保健室」②施設交流会③イベント事業・出前授業となっています。
支部活動の一つである“まちの保健室”は、看護職の専門性を活かした健康相談を実施し、地域の方々

の健康への関心を高め、看護職を身近に感じていただくために、県内3か所で開催していました。しかし、
昨年度に引き続き今年度もコロナ禍の影響で開催することができませんでしたので、健やかな毎日を送っ
ていただくためのパンフレットを開催場所に設置し活用していただきました。
施設交流会では、各支部の施設の方と施設間の看護職の交流・情報交換の場となっておりましたが、

今年度も顔を合わせての開催が難しく、紙面での情報共有を図りました。
地域看護サービスとしては、イベント参加や地域の小中学校への依頼に応じて、「いのちの大切さ」や「看
護職の仕事」などのテーマで出前授業を行っています。
次年度はウィズコロナ・ポストコロナ時代を見据えて施設間の交流、地域住民の方々の健康保持・増進

を図るための地域に根差した活動を展開していきたいと考えています。
どうぞご協力をよろしくお願いいたします。

支部長会代表　久米  宏実
（徳島支部Ⅲ）

 支　部 地　　区 支部長
 徳島Ⅰ 鳴門市・板野郡 喜来　浩美 
 徳島Ⅱ 徳島市・名西郡・名東郡 橋本　幸子 
 徳島Ⅲ 小松島市・勝浦郡 久米　宏実 
 阿南・美波 阿南市・那賀郡・海部郡 千田　幸代 
 吉野川 吉野川市・阿波市 三木　真澄 
 美馬・三好 美馬市・美馬郡・三好市・三好郡 岸本小百合 

〈常設まちの保健室〉
東部：スーパーセンターマルナカ徳島店
南部：阿南ショッピングセンター（アピカ）
西部：道の駅貞光ゆうゆう館
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第7回訪問看護普及フォーラム開催
第7回訪問看護普及フォーラムが令和3年10月24日（日）にふれあい健
康館で開催されました。一般住民の方々をはじめ医療関係者など58名の参
加がありました。
今年のテーマは「人生のハッピーエンドを迎えるために～人生会議

（ACP）のススメ～」と題して、木下ファミリークリニックの木下英孝先生
に基調講演をしていただきました。
Advance Care Planning（ACP）【愛称：人生会議】の目標である、本

人の意向に沿った、本人らしい人生の最終段階における医療・ケアを実現し、
本人が最期まで尊厳をもって人生をまっとうすることについて、わかりやす
く講演していただきました。また、幸せな最期の3つの条件として、看取り士の言葉より「夢があること」、「支える人がい
ること」、「自分で決める自由があること」をあげ、せっかくの人生を楽しもうと提案していただきました。人生のハッピー
エンドとは、「徳島に生まれ育って良かった」、「この町で暮らして良かった」、「今の時代に生きられて良かった」と思える生
き方をすることであると楽しく学びました。

続いてのディスカッションでは、「在宅医の立場から」木下英孝先生、
「訪問看護師の立場から」安部五月様、「ケアマネジャーの立場から」田
村正江様に、患者やその家族が人生の終末期に様々な意思決定を行う
際の支援について多くの示唆を得ました。
訪問看護普及フォーラムは、徳島県の補助を受けて、徳島県看護協
会訪問看護支援センターと徳島県訪問看護ステーション連絡協議会が
共催で開催しています。今後も、地域住民の皆様が住み慣れた地域の
中で療養生活を安心して送ることができるように、県内の訪問看護の
充実と推進を図ります。

第37回徳島県看護学会を
12月22日より1月14日ま
でホームページ上でオンデ
マンド配信いたしました。
昨年はコロナ禍で中止を
余儀なくされたため、今年
度はなんとか開催方法を模
索 し、12月11日（土）に、
発表者のみ集合し収録いたしました。
オンデマンド配信の県学会には303名の方にお申

し込みをいただきました。
学会内容としては、初めに稲井学会長の挨拶があ

り、その後8施設より口演発表18演題が発表されま
した。
特別講演は、徳島大学、葉久真理先生に「世の中

の/臨床の問題・課題を解決する研究」をテーマに
御講演いただきました。
今年度優秀賞の該当はありませんでしたが、奨励

賞を4群4席で発表された、「人間ドック・健診当日
の特定保健指導実施率向上を目指して」、地方独立行政法人　徳島県鳴門病院　八木いづみさんが受賞されました。

徳島県訪問看護支援センター　松田 真澄

第37回徳島県看護学会

特別講演会長挨拶 1群発表風景

発表者と学会委員
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入職してから半年が経ちました。4月に比べる
と少しずつ知識や技術が身についてきたと実感し
ますが、まだまだ未熟な点も多々あり、先輩看護
師に支えてもらいながら日々多くのことを学ばせ
て頂いています。看護師として働き始め、より一
層責任の重さや無知であることの怖さを痛感して
おり、知識や技術を身に付けることや勉強の大切
さを実感します。患者さんやご家族に安心した看
護を提供できるように日々の学びを大切にし、先
輩看護師のような一人前の看護師になれるように
成長していきたいです。

笑顔あふれる看護師を目指して
テーマ：目指す看護師像

私は、現在美馬保健所で、主に精神保健・母子
保健業務に携わっています。保健師になって１年
目。自分の住民の方への関わりや対応に対して、
悩み、葛藤する毎日ですが、事業で交流会を開催
した際に、参加者の方からの｢参加してよかった｣
という声がとても励みになりました。保健師は、
個人や集団に対しての支援など支援方法も難しく
感じることもありますが、それぞれの思いに向き
合いながら、ニーズにあった支援を行っていけれ
ばと思います。これからも一つ一つの経験を糧と
して、精一杯頑張りたいと思います。

私が一番印象に残っているのは、ある産婦さん
の言葉です。その方は、陣痛に対し恐怖心があり、
陣痛のたびに流淚し、「お腹を切って～。」と叫ん
でいました。私は側に付き添い、産痛緩和を行い
ながら励まし続けていました。分娩後、「あの時、
ずっと側にいてくれてとても心強かったです。あ
りがとう。」と言っていただき、嬉しかったのを覚
えています。私は、まだまだ未熟で一人前になる
には程遠いですが、産婦さんが『良いお産だった』
と思えるようなケアができるようにこれからも努
めていきたいです。

産婦人科病棟に入職し、半年が経ちました。病
棟では命の誕生から死と向き合う状況が日々繰り
返されています。緊張と不安を抱きながらも先輩
方のご指導とサポートに支えられ、妊産婦さんを
はじめとする女性とそのご家族を支援できる助産
師として働くやりがいを感じています。コロナ禍
であり様々な制限がありますが、どんな状況でも
笑顔を絶やさず、患者さんに寄り添った個別性の
あるケアを安全に提供できる助産師を目指して頑
張りたいです。

私は今年の4月から阿南医療センターの手術室
に勤務しています。
私が目指す看護師像は、“患者さんやその家族

から信頼される看護師” です。看護は人と人との
関わりの上に成り立つ職であり、そこに重きを置
いた看護を提供したいと考えています。しかし患
者さんやその家族から信頼していただくには、ま
だまだ知識や技術、経験が浅いため、日々の業務
や学習を一つ一つ丁寧にこなしていきたいです。
また、患者さんの不安を取り除けるように笑顔や
声かけを大切にしていきたいと考えています。

新人看護師として働き始めてから早7カ月がた
ち、改めて充実した日々を送らせて頂いているこ
とを実感しています。様々な場面で患者さんとの
関わりや自分の行っている看護に対し不安や戸惑
いを感じることもあり、その度に先輩方からご指
導やアドバイスを頂きながら学ばせて頂いていま
す。まだまだ自分の理想とする患者さんの心に寄
り添える看護師にはなれていませんが、これから
も患者さんの声に耳を傾け、笑顔を忘れず、患者
さん一人一人との時間を大切にすることを心掛け
ていきたいです。

私は臨床研修看護師として、救急部門と一般病
棟で研修をしています。ICU研修では、初めて患
者の急変を目の前にし、動揺を隠せずにはいられ
ませんでした。しかし、先輩看護師が的確な初期
対応と、家族の思いに寄り添ったケアを行ってい
る姿から多くのことを学びました。この経験から、
私も医療チームの一員として、どのような状況下
でも冷静かつ的確に判断し、行動できる看護師を
目指して日々自己研鑽に努めていきたいと思いま
す。

入職後6ヶ月が経ち、学びの多い毎日を送って
います。私の目標は、救急医療の第一線で、患者
の命を繋ぐことが出来る看護師になることです。
現在、ローテーション研修を受けながら、疾患と
照らし合わせてアセスメント出来るよう、注意深
く観察することを心がけています。まだまだ未熟
ですが、専門的知識を深め、目指す看護師像に近
づけるように日々成長したいと考えています。

私の目指す看護師像は、常に笑顔で患者さんに寄り
添う事ができる看護師です。患者さんに寄り添った声か
けや看護をすることで、患者さんとの信頼関係を築くこ
とができると思います。日頃より信頼関係を築き患者さ
んが、家族や友人にも話せない不安や悩みを、少しで
も相談して頂けるような看護師になりたいです。今はま
だまだ覚えることや学ぶことがたくさんありますが、ひ
とつひとつの看護技術を振り返り確実に実践できるよう
にしていきたいです。そしてケアをすることや、疾患だ
けに目を向けず、患者さんひとりひとりの心に寄り添っ
た看護ができるように努力していきたいと思います。

私が病棟に配属されてまだ1か月程の頃、患者
の家族から手術への不安を打ち明けられたことが
印象に残っています。看護師になったばかりで未
熟な自分を頼ってくれたことが嬉しく、少しだけ
自信にもなりました。また、私たちにとっては毎
日いくつもある手術のうちの1件でも、患者とそ
の家族にとっては大きな負担を伴う一大事である
ことに改めて気づかされました。これからも日々
の業務を通して、周術期看護の学びを深めていき
たいと思います。

小児医療センターで勤務を始め半年が経ちまし
た。はじめは業務に慣れることに精一杯でしたが、
今は先輩が患児や家族と関わる姿を見て、多くの
ことを学べるようになりました。小児は病気につ
いて未告知の場合があり、患児の気持ちを知るこ
とに難しさを感じることもありますが、患児の表
情の変化や発言を大切にして関わるように心がけ
ています。
これからも患児の心に向き合いながら、根拠を
持って看護が行える看護師を目指し、経験を重ね、
成長していきたいです。

入職して半年が経ちました。日々成長できてい
るのか不安に感じることもありますが、先輩方に
支えられながら多くのことを学んでいます。
治療前に不安を感じている患者さんから「あな

たの笑顔を見て、私も笑顔になれました。気持ち
が和らいだよ、ありがとう」とおっしゃって頂き
ました。まだまだ未熟な私ですが、安心感を与え
られたことに喜びを感じました。これからも患者
さんの心の支えになれるような看護師を目指し、
努力していきたいです。

ニーズに対応できる保健師 心に残った産婦さん 私の目指す助産師像

患者さんに寄り添った看護を 日々の学びを大切に 心に寄り添った看護を

信頼される看護師になるために 理想とする看護師へ 日々の学びを大切に

心に残った看護 患児の心と向き合って

テーマ：目指す保健師像 テーマ：心に残ったエピソード

テーマ：目指す看護師像 テーマ：目指す看護師像

テーマ：目指す助産師像

テーマ：目指す看護師像

テーマ：目指す看護師像 テーマ：目指す看護師像

テーマ：心に残ったエピソード テーマ：目指す看護師像

テーマ：目指す看護師像

美馬保健所　尾方 菜未 阿南医療センター　久米 和希徳島県立中央病院　5階北病棟　幾原 菜々子 地方独立行政法人　徳島県鳴門病院　高瀬 由加里徳島市民病院　佐藤 美侑 地方独立行政法人　徳島県鳴門病院　西尾 衿香

徳島赤十字病院　福冨 千晴 徳島県立中央病院　9階南病棟　黒濱 美月徳島赤十字病院　清岡 直通 徳島大学病院　西病棟3階（小児医療センター）　中西 真衣子阿南医療センター　西岡 未恭 徳島大学病院　西病棟10階（細胞治療センター）　松島 紅璃
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入職してから半年が経ちました。4月に比べる
と少しずつ知識や技術が身についてきたと実感し
ますが、まだまだ未熟な点も多々あり、先輩看護
師に支えてもらいながら日々多くのことを学ばせ
て頂いています。看護師として働き始め、より一
層責任の重さや無知であることの怖さを痛感して
おり、知識や技術を身に付けることや勉強の大切
さを実感します。患者さんやご家族に安心した看
護を提供できるように日々の学びを大切にし、先
輩看護師のような一人前の看護師になれるように
成長していきたいです。

笑顔あふれる看護師を目指して
テーマ：目指す看護師像

私は、現在美馬保健所で、主に精神保健・母子
保健業務に携わっています。保健師になって１年
目。自分の住民の方への関わりや対応に対して、
悩み、葛藤する毎日ですが、事業で交流会を開催
した際に、参加者の方からの｢参加してよかった｣
という声がとても励みになりました。保健師は、
個人や集団に対しての支援など支援方法も難しく
感じることもありますが、それぞれの思いに向き
合いながら、ニーズにあった支援を行っていけれ
ばと思います。これからも一つ一つの経験を糧と
して、精一杯頑張りたいと思います。

私が一番印象に残っているのは、ある産婦さん
の言葉です。その方は、陣痛に対し恐怖心があり、
陣痛のたびに流淚し、「お腹を切って～。」と叫ん
でいました。私は側に付き添い、産痛緩和を行い
ながら励まし続けていました。分娩後、「あの時、
ずっと側にいてくれてとても心強かったです。あ
りがとう。」と言っていただき、嬉しかったのを覚
えています。私は、まだまだ未熟で一人前になる
には程遠いですが、産婦さんが『良いお産だった』
と思えるようなケアができるようにこれからも努
めていきたいです。

産婦人科病棟に入職し、半年が経ちました。病
棟では命の誕生から死と向き合う状況が日々繰り
返されています。緊張と不安を抱きながらも先輩
方のご指導とサポートに支えられ、妊産婦さんを
はじめとする女性とそのご家族を支援できる助産
師として働くやりがいを感じています。コロナ禍
であり様々な制限がありますが、どんな状況でも
笑顔を絶やさず、患者さんに寄り添った個別性の
あるケアを安全に提供できる助産師を目指して頑
張りたいです。

私は今年の4月から阿南医療センターの手術室
に勤務しています。
私が目指す看護師像は、“患者さんやその家族

から信頼される看護師” です。看護は人と人との
関わりの上に成り立つ職であり、そこに重きを置
いた看護を提供したいと考えています。しかし患
者さんやその家族から信頼していただくには、ま
だまだ知識や技術、経験が浅いため、日々の業務
や学習を一つ一つ丁寧にこなしていきたいです。
また、患者さんの不安を取り除けるように笑顔や
声かけを大切にしていきたいと考えています。

新人看護師として働き始めてから早7カ月がた
ち、改めて充実した日々を送らせて頂いているこ
とを実感しています。様々な場面で患者さんとの
関わりや自分の行っている看護に対し不安や戸惑
いを感じることもあり、その度に先輩方からご指
導やアドバイスを頂きながら学ばせて頂いていま
す。まだまだ自分の理想とする患者さんの心に寄
り添える看護師にはなれていませんが、これから
も患者さんの声に耳を傾け、笑顔を忘れず、患者
さん一人一人との時間を大切にすることを心掛け
ていきたいです。

私は臨床研修看護師として、救急部門と一般病
棟で研修をしています。ICU研修では、初めて患
者の急変を目の前にし、動揺を隠せずにはいられ
ませんでした。しかし、先輩看護師が的確な初期
対応と、家族の思いに寄り添ったケアを行ってい
る姿から多くのことを学びました。この経験から、
私も医療チームの一員として、どのような状況下
でも冷静かつ的確に判断し、行動できる看護師を
目指して日々自己研鑽に努めていきたいと思いま
す。

入職後6ヶ月が経ち、学びの多い毎日を送って
います。私の目標は、救急医療の第一線で、患者
の命を繋ぐことが出来る看護師になることです。
現在、ローテーション研修を受けながら、疾患と
照らし合わせてアセスメント出来るよう、注意深
く観察することを心がけています。まだまだ未熟
ですが、専門的知識を深め、目指す看護師像に近
づけるように日々成長したいと考えています。

私の目指す看護師像は、常に笑顔で患者さんに寄り
添う事ができる看護師です。患者さんに寄り添った声か
けや看護をすることで、患者さんとの信頼関係を築くこ
とができると思います。日頃より信頼関係を築き患者さ
んが、家族や友人にも話せない不安や悩みを、少しで
も相談して頂けるような看護師になりたいです。今はま
だまだ覚えることや学ぶことがたくさんありますが、ひ
とつひとつの看護技術を振り返り確実に実践できるよう
にしていきたいです。そしてケアをすることや、疾患だ
けに目を向けず、患者さんひとりひとりの心に寄り添っ
た看護ができるように努力していきたいと思います。

私が病棟に配属されてまだ1か月程の頃、患者
の家族から手術への不安を打ち明けられたことが
印象に残っています。看護師になったばかりで未
熟な自分を頼ってくれたことが嬉しく、少しだけ
自信にもなりました。また、私たちにとっては毎
日いくつもある手術のうちの1件でも、患者とそ
の家族にとっては大きな負担を伴う一大事である
ことに改めて気づかされました。これからも日々
の業務を通して、周術期看護の学びを深めていき
たいと思います。

小児医療センターで勤務を始め半年が経ちまし
た。はじめは業務に慣れることに精一杯でしたが、
今は先輩が患児や家族と関わる姿を見て、多くの
ことを学べるようになりました。小児は病気につ
いて未告知の場合があり、患児の気持ちを知るこ
とに難しさを感じることもありますが、患児の表
情の変化や発言を大切にして関わるように心がけ
ています。
これからも患児の心に向き合いながら、根拠を
持って看護が行える看護師を目指し、経験を重ね、
成長していきたいです。

入職して半年が経ちました。日々成長できてい
るのか不安に感じることもありますが、先輩方に
支えられながら多くのことを学んでいます。
治療前に不安を感じている患者さんから「あな

たの笑顔を見て、私も笑顔になれました。気持ち
が和らいだよ、ありがとう」とおっしゃって頂き
ました。まだまだ未熟な私ですが、安心感を与え
られたことに喜びを感じました。これからも患者
さんの心の支えになれるような看護師を目指し、
努力していきたいです。

ニーズに対応できる保健師 心に残った産婦さん 私の目指す助産師像

患者さんに寄り添った看護を 日々の学びを大切に 心に寄り添った看護を

信頼される看護師になるために 理想とする看護師へ 日々の学びを大切に

心に残った看護 患児の心と向き合って

テーマ：目指す保健師像 テーマ：心に残ったエピソード

テーマ：目指す看護師像 テーマ：目指す看護師像

テーマ：目指す助産師像

テーマ：目指す看護師像

テーマ：目指す看護師像 テーマ：目指す看護師像
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私の趣味

私は花を生けたりデザインすることが好き
です。ふと気がつけば、生け花もフラワーデザ
インも習い始めて20年以上になります。20代
や30代の頃はブーケやコサージュを作ること
が楽しくて、友人の結婚式の度にお祝いに
ブーケを作り、お世話になった方の送別会にはコサージュを送り、フラワーデザ
イナーの資格も取得しました。
花を1つ1つ観察し、花の特性を活かし、どのように使うか考えることは看護
のアセスメントに似ているなと思います。
最近では、毎年病棟のフロアーにお正月の花を飾らせてもらっています。年末
年始家に帰ることが出来ない患者様や勤務しているスタッフが少しでもお正月
気分を感じられるように、花を見て癒されるよう願いを込めて生けています。

松永 知代
徳島赤十字病院

災害支援ナース養成研修を開催しました
「災害支援ナース養成研修会」（隔年
実施）を9月21日（火）11月24日（水）の
2日間開催しました。コロナ禍につき
WEB会議ツールを使ってオンライン上
での開催となりましたが、初チャレンジ
にも関わらず、寛大な参加者の皆様のお
かげもあり無事終了できました。今年度
終了された35名の方を含め、現在250
名の方に災害支援ナースを登録いただ
いております。
毎年のように台風や豪雨による激甚

災害に指定されるような災害が、全国い
たる所で発生しています。記憶に新しい
ところでは、令和2年7月豪雨災害で熊
本県等において災害支援ナースが、避

難所等で活躍されました。
さて、新型コロナウイルス感染症感染
拡大により、クラスター発生病院等にお
ける看護師不足への対応として「感染
症対策応援派遣ナース」を県内の病院
や、県外の病院へ派遣が行われていま
す。令和2年から令和3年の派遣状況は、
北海道・大阪府・宮城県へ岩手県・東京
都等他県の看護協会から延べ500名以
上の看護師が派遣されました。日本看護
協会では、「災害支援ナース」「感染症対
策応援派遣ナース」を合わせて、安全を
担保した看護職の派遣実現に向けて、
「県と県看護協会・県看護協会と日本看
護協会の協定による派遣」、「地域防災

計画の記載等に基づく都道府県から都
道府県看護協会への派遣要請」となる
よう「新たな枠組み」についての検討が
始まっています。
いつ発生するかわからない災害によ

り、被害に遭われた方の生命・健康の維
持、災害関連死や疾病の発生予防のた
め、災害支援ナースの活躍は非常に重
要な役割を担っています。また、新興感
染症による健康危機を看護職同士で支
え合う体制づくりも求められています。
今後も、会員の皆様と情報共有しな

がら健康危機管理対応について考えて
いきたいと思いますので、御協力をよろ
しくお願いします。

フラワーデザインと生け花

令和3年度
新型コロナウイルス感染症に係るワクチン接種業務にたくさんの看護職の方にご協
力いただきました。県・各市町村から看護協会にワクチン接種業務に従事する看護職
確保の協力要請があり、活動できる看護職を紹介いたしました。

・ワクチン接種業務希望登録看護職 225名
・スキルギャップ研修 231名／46回
・12市町村 延  471名紹介
・県集団接種 延  3,094名紹介

県の集団接種会場で活動してくださった看護職の方に県知事から感謝状
が贈られました。ワクチン接種業務にご協力いただいた看護職の皆様あり
がとうございました。看護職の使命感と責任感を持ち、培ってきた看護の
視点と看護知識技術を活かし、ワクチン接種現場での活動は、とても素敵
でした。
未就業の看護職の皆様、是非あなたの看護の力を、看護の現場で発揮

しませんか。現場は、あなたの力を必要としています！

ナースセンターだより
たくさんの看護職の方がワクチン接種会場で活躍！

AWAナースとして、感染管理認定看護師の資格を活かし令和3年6月～9月に5施設の感染対策
研修会の講師をさせていただきました。
①　徳島市学童保育クラブ指導員
②　放課後デイサービス職員　（障がいや発達に特性のある学齢期の子どもが、放課後や学校休業
日に通う福祉サービス、療育機能や、居場所機能がある施設）

③　特別支援学校看護師及び養護教諭（医療的ケア施設）
④　指定障害福祉サービス事業所職員　（就労移行から生活介護までの多機能型事業所）
⑤　老人福祉施設協議会西部ブロック施設サービス・在宅サービス合同（WEB研修）
恥ずかしながら、依頼を受けた施設の存在やサービス内容もよく知らない状況でしたので、まず、
訪問し設備や職員の方が働いている状況を見学し実際に困っていることを教えていただきました。ど
の施設も、自分で感染対策を十分できない子どもや人が集団で利用し食事もする、職員も密接に関わ
るため、クラスター発生のリスクがありますし、利用者は感染すると重症化リスクの高い人が多くい
ます。利用者にとって施設は、通うことで生活のリズムをつけ心身を安定させたり喜びを感じたりす
る大切な場所であり、家族にとっては頼りになるサポートです。職員の方は、COVID-19による閉
所を防ぐために感染対策に最大の注意を払っています。次々と状況が変化する中で、対策が正しいの
か判断できず不安を感じたり、目的や理由がわからないまま行動だけが独り歩きし、過剰な対策をし
必要な対策が十分できていないこともありました。
研修会では、職員方の不安を軽減するために、COVID-19に関する正しい知識や根拠に基づいた
感染対策についての説明、施設に応じた相談の回答や対策の提案、手指衛生、PPEの着脱訓練など
を行いました。
感染対策は、年齢も職業も関係なく全ての人の暮らしに求められています。一般的な対策は、本や

ネットなどから入手できます。これからも、感染管理認定看護師として、施設（地域）の方が正しい
情報を入手し、各施設に応じて知識を具体的な行動として実践できるように、少しでもお手伝いして
いきたいと思います。

AWAナース 感染管理認定看護師　平岡 広美

地域での感染対策研修会について
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私の趣味

私は花を生けたりデザインすることが好き
です。ふと気がつけば、生け花もフラワーデザ
インも習い始めて20年以上になります。20代
や30代の頃はブーケやコサージュを作ること
が楽しくて、友人の結婚式の度にお祝いに
ブーケを作り、お世話になった方の送別会にはコサージュを送り、フラワーデザ
イナーの資格も取得しました。
花を1つ1つ観察し、花の特性を活かし、どのように使うか考えることは看護
のアセスメントに似ているなと思います。
最近では、毎年病棟のフロアーにお正月の花を飾らせてもらっています。年末
年始家に帰ることが出来ない患者様や勤務しているスタッフが少しでもお正月
気分を感じられるように、花を見て癒されるよう願いを込めて生けています。

松永 知代
徳島赤十字病院

災害支援ナース養成研修を開催しました
「災害支援ナース養成研修会」（隔年
実施）を9月21日（火）11月24日（水）の
2日間開催しました。コロナ禍につき
WEB会議ツールを使ってオンライン上
での開催となりましたが、初チャレンジ
にも関わらず、寛大な参加者の皆様のお
かげもあり無事終了できました。今年度
終了された35名の方を含め、現在250
名の方に災害支援ナースを登録いただ
いております。
毎年のように台風や豪雨による激甚

災害に指定されるような災害が、全国い
たる所で発生しています。記憶に新しい
ところでは、令和2年7月豪雨災害で熊
本県等において災害支援ナースが、避

難所等で活躍されました。
さて、新型コロナウイルス感染症感染
拡大により、クラスター発生病院等にお
ける看護師不足への対応として「感染
症対策応援派遣ナース」を県内の病院
や、県外の病院へ派遣が行われていま
す。令和2年から令和3年の派遣状況は、
北海道・大阪府・宮城県へ岩手県・東京
都等他県の看護協会から延べ500名以
上の看護師が派遣されました。日本看護
協会では、「災害支援ナース」「感染症対
策応援派遣ナース」を合わせて、安全を
担保した看護職の派遣実現に向けて、
「県と県看護協会・県看護協会と日本看
護協会の協定による派遣」、「地域防災

計画の記載等に基づく都道府県から都
道府県看護協会への派遣要請」となる
よう「新たな枠組み」についての検討が
始まっています。
いつ発生するかわからない災害によ

り、被害に遭われた方の生命・健康の維
持、災害関連死や疾病の発生予防のた
め、災害支援ナースの活躍は非常に重
要な役割を担っています。また、新興感
染症による健康危機を看護職同士で支
え合う体制づくりも求められています。
今後も、会員の皆様と情報共有しな

がら健康危機管理対応について考えて
いきたいと思いますので、御協力をよろ
しくお願いします。

フラワーデザインと生け花

令和3年度
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火災や風水害等に遭われたとき
区　　　分 被災の程度 見舞金の額

火災の場合
家 屋 全 焼 30,000円以内

風水害及び震災の場合
家 屋 全 壊 30,000円以内
家 屋 半 壊 20,000円以内

家屋傾斜、床上浸水 10,000円以内

家 屋 半 焼 20,000円以内

ご存知
ですか？？

※公益社団法人徳島県看護協会の規程によります。

次の区分により見舞金が支給されます。
社会経済
福祉委員会

集編 後記
　皆様明けましておめで
とうございます。昨年も
協会ニュース「和」の発
行にあたりご協力いただ
きありがとうございまし
た。今年もより良い内容
に努めて参ります。ご協
力よろしくお願いいたし
ます。

（広報出版委員一同）

会館内の駐車場の改修工事を行いました。
駐車スペースが広くなりましたので、研修会等で

お越しの際には、会館に駐車してください。なお、駐
車の際には、奥から詰めて駐車いただきますようご
協力よろしくお願いします。

令和3年11月17日に県の副知事に新しく就任された

勝野副知事と会長はじめ8名の理事が、知事要望提出後

に面会しました。勝野副知事は、農林水産省出身ですが、

看護への見識も高く、看護教育の重要性も認識されて

おり、心強く感じました。

徳島県副知事

勝野美江氏との面会
事務局からお知らせ
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酸素流量計が破損すると
酸素が漏れ出て大きな事故につながります！
酸素流量計には、恒圧式、大気圧式の2種類の構造があり、特に恒圧式の流量計の
取り扱いには注意が必要です！

 流量計が破損し、酸素が充満した部屋では、ホコリなどの可燃物が太陽光や
摩擦などにより生じる熱により発火することがあります。

 使用しない時は、酸素配管より外して管理しましょう。

大気圧式

大
気
圧
式

恒圧式

恒
圧
式

低流量、高流量どちらもOK 低流量のみOK

目盛りがついているゲージ
管の表示「0.4MPa」
配管につなぐと
コマが一瞬浮く

配管につないでも
コマは動かない耐用年数は5～7年です

配管圧力

流量調整ツマミ

大気圧に近い

流量調整ツマミ

駐車場が広くなりました
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